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従来より，「点･線･面による服飾デザイン論Jに基づく演習方法について研究を進めると

ともに，その成果を発表してきた（註1 ）. 今回の「イメージづくりから実物大の衣服ま

で一貫した服飾デザイン演習」に対して，学生は「大変な演習であった」と感想をのべな

がら，結果「とて も楽しかった，自分でこんな作品がつくれるとは驚きであった」と肯定

的な意見が多くきかれた．学生にイメージから発想し,デザインを実際の形にする面白さ

を実感させるという成果をあげることができたので報告する．

まず「イメージ」を写真や素材をつかって表現する．つぎにハーフサイズボディの上で，

点･線･面の素材を用い.   3次元での素材の把握や加工を体験する．引き続きイメージを具

体化するため，立体裁断によってイメージをトワルで表現した．最後にイメージを的確に

表す素材を 使って衣服に仕上げた.時間は,90 分２時限続き1  4 回である．各演習はつぎの

とうりである. ①布によるイメー－ジ表現②写真によるイメージ表現③素材によるイメージ

表現④点的素材によるイメージ表現⑤線的素材によるイメージ表現⑥点・線・面の複合に

よるイメージ表現⑦トップの立体裁断⑧ボトムの立体裁断⑨基本に装飾 ⑩ドレ ープブラウ

スの立体裁断０ 創作デザインの立体裁断1R 創作デザインの立体裁断2R 素材による創作

デザイン表現⑩作品の合評と各人の最初から最後までの演習の課題作品の説明・感想
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日本の絵画に見る服飾の美意識 一日米の学生の比較-

○武藤舞＊　吉岡徹＊　市原茂＊＊　　　　　　　　 大妻女子大家政＊　東京都立大**

目的 ：日米 の学生 に和装画を 官能評価させ、両者の評価の違い について検討、 日本 の服

飾の美意識について 考察 する。

方 法 ：試 料 は奈 良時代 から 明治時代 ま での以 下の12 の 図版であ る。 1.「吉 祥 天画」2.

「住吉物 語絵巻」3. 「寛 文美人 図」4.「大 川端 の夕 涼 み」5.「雪 晴れ」6.「虫 篭を もつ 母

と子 」7. 「見返 り美人」8. 「春」9. 「ねざめ の恋」10. 「貴 顕舞 踏の 略図」11. 「序 の舞」

12.「おな いど し」。 被 験者は アメ リカの美術大学 生男子3 名 と女子16 名、 日本 の女子大

学生19 名、10 個 の形容 詞を 用いて7 段階によ るイ メージ測定を 実施 した。 日本語 によ る評

価語はシック、好き、上 品な、渋い、派手 な、退廃的な、豪華な、色っ6£･ 、ヽ あ だっぽい、

洗練 された、英語 はChicness,Liking,Refinedness, Sobriety, Garishness,Decadency,Gorgeousness,

Sensuality, Voluptuousness, Polished を用い た。 シア トル及 び東 京 で、1996 年1 月 と2月 に北

窓昼光 で、 天候は 晴れ の条 件下 で実験を 行った。

結果 ：因子 分析の結果、次 のよ うに考察 出来た。日米とも３因子が抽出され、 その因子

構造 は明らかに異なっ た。 日本人 の場合 は、「上品な」「洗 練さ れた」と「好き」が一つ

の因子 にまとまった。ア メリカ の場合 には、「豪華な」「色 っぽい」と「好き」が一つ の

因子 にまとまり、日本人が上 品で洗練された ものを好 むのに対 し、 アメ リカ人は色っぽい

を好む 傾向 があることが解 った。
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